
平
敷
屋
は
、
方
音
で
ヒ
シ
チ
ャ
と
い
い
、

勝
連
半
島
の
東
の
端
、
海
抜
50
ｍ
〜
80
ｍ
の

琉
球
石
灰
岩
の
丘
陵
高
台
に
位
置
す
る
集
落

で
「
村
の
高
さ
や
平
敷
屋
村
」
と
謡
わ
れ
た
。

集
落
内
や
そ
の
周
辺
か
ら
は
貝
塚
時
代
の
居

住
跡
や
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

王
国
時
代
に
は
、
和
文
学
者
平へ

敷し
き

屋や

朝
ち
ょ
う

敏び
ん

が
、
一
時
脇わ
き

地じ

頭と
う

を
し
た
地
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。
そ
の
時
に
農
民
が
水
に
不
自
由
し

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
た
め
池
を
掘
ら
せ
、

水
の
便
を
図
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
時
に
掘
っ
た
土
を
盛
り
上
げ
て
で
き
た
の

が
タ
キ
ノ
ー
と
呼
ば
れ
る
丘
で
、
こ
の
丘
は

現
在
整
備
さ
れ
、
朝
敏
の
功
績
を
讃
え
る
記

念
碑
（
歌
碑
・
碑
文
）
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
太
平
洋
上
に
浮
か
ぶ
近
海
の
島
々

を
は
じ
め
、
中
城
湾
は
る
か
知
念
半
島
や
山

原
の
山
な
み
を
見
晴
ら
す
絶
景
の
地
で
あ

る
。

『
平
敷
屋
字
誌
』
に
よ
れ
ば
「
平
敷
屋
の

ト
ラ
バ
ー
チ
ン
は
、
石
材
の
中
で
も
そ
の
優

美
さ
で
知
ら
れ
、
国
会
議
事
堂
の
正
面
玄
関

の
柱
、
皇
居
の
大
広
間
壁
面
に
使
用
さ
れ
て

い
る
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
建
築
物
に
使
用

さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

ま
た
三
百
年
以
上
も
前
か
ら
伝
わ
る
と
い

う
平
敷
屋
エ
イ
サ
ー
は
、
そ
の
振
付
衣
装
、
出

立
ち
は
素
朴
な
な
か
に
も
演
舞
の
美
し
さ
と

迫
力
は
全
県
的
に
知
ら
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

東
の
平
敷
屋
港
は
、
津
堅
島
と
を
結
ぶ

フ
ェ
リ
ー
や
漁
船
が
出
入
り
し
て
い
る
。

平
敷
屋
の
地
名
を
へ
・
し
き
・
や
に
分
け

て
考
え
て
み
る
。

ま
ず
、
平
敷
屋
の
「
へ
」
は
「
平
」
の
字

が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
、
辺

土
、
辺
野
古
の
よ
う
に
半
島
や
岬
、
傾
斜
地

を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
、
勝
連
半
島
を
さ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
県
内
の
「
シ
キ
」
の
つ
く
地
名
を
取

り
上
げ
て
そ
の
位
置
や
形
状
を
ま
と
め
る
と
、

①
伊
敷シ
キ

（
糸
満
市
）

与
座
岳
の
南
西
方
に
位
置
し
、
集
落
北
に

は
伊
敷
城
跡
が
あ
り
、
標
高
60
ｍ
〜
70
ｍ
の

琉
球
石
灰
岩
丘
陵
に
位
置
す
る
。

②
識シ
キ

名
（
那
覇
市
）

識
名
台
地
南
西
部
に
位
置
す
る
。
識
名
園

は
、
琉
球
国
王
の
別
邸
で
一
家
の
保
養
や
冊

封
使
歓
待
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ

れ
、
高
台
の
眺
望
の
よ
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

③
志シ

喜キ

屋
（
南
城
市
）

知
念
半
島
の
南
部
、
北
部
は
石
灰
岩
台

地
、
そ
の
南
側
急
き
ゅ
う

崖が
い

の
下
か
ら
傾
斜
地
が

広
が
る
。

④
真
志シ

喜キ

（
宜
野
湾
市
）

東
シ
ナ
海
が
眺
望
で
き
る
琉
球
石
灰
岩
台

地
上
に
位
置
す
る
。
東
側
段だ
ん

丘
き
ゅ
う

崖が
い

下か

に
あ

る
森
の
川
は
、
羽
衣
伝
説
で
知
ら
れ
る
。

⑤
平
敷シ
キ

（
今
帰
仁
村
）

本
部
半
島
の
東
北
部
の
台
地
に
位
置
す

る
。『
な
き
じ
ん
研
究
』〈
１
９
９
７
年V

ol.

７
〉

に
「
海
岸
に
沿
っ
た
岸
の
地
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
」
と
あ
り
、い
わ
ゆ
る
「
干ひ

し
地ち

」
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
実
際
は
、
海
岸
よ
り
内
に

入
っ
た
と
こ
ろ
の
台
地
に
位
置
す
る
。

以
上
、
列
記
し
た
「
シ
キ
」
は
、
敷
・
識
・

志
喜
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
意
味

は
同
じ
で
「
段
丘
・
台
地
」
や
「
崖
地
」
を

意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
代
地
名
語
源

辞
典
』（
楠く
す

原は
ら

佑ゆ
う

介す
け

ほ
か
）
は
「
シ
キ
は
、
頻し

き

る
に
関
係
し
、
段
丘
上
の
地
」
と
し
て
い
る
。

平
敷
屋
の
ヤ
は
、
塩
屋
、
浜
屋
な
ど
場
所

を
示
す
接
尾
語
で
、
以
上
の
こ
と
か
ら
平
敷

屋ヤ

の
意
味
は
、
先
述
の
「
村
の
高
さ
や
平
敷

屋
村
」と
謡
わ
れ
た
よ
う
に
勝
連
半
島
の「
端

（
岬
）
の
丘
陵
台
地
に
あ
る
と
こ
ろ
」
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
『
琉
球
国
由
来
記
』〈
１
７
２
３
年
〉

に
は
、「
平
敷
屋
」
と
あ
り
「
ヘ
シ
キ
ヤ
」

で
あ
っ
た
の
が
ヘ
シ
キ
ヤ
の
ヘ
が
訛
っ
て
ヒ

に
な
り
、
キ
ヤ
が
キ
ャ
↓
チ
ャ
に
な
っ
て
方

音
で
は
「
ヒ
シ
チ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
は
、
勝
連
半
島
先
端
部

の
南
側
に
位
置
す
る
米
海
軍
基
地
で
あ
る
。

か
つ
て
地
元
で
は
「
前
の
浜
」
と
呼
ば
れ
、

白
い
砂
浜
と
青
い
海
が
広
が
る
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
。

現
在
で
は
原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港
地
と
知

ら
れ
て
い
る
が
、
先
の
大
戦
後
間
も
な
く
昭

和
23
年
に
ハ
ワ
イ
の
同
胞
が
郷
里
沖
縄
を
救

済
し
よ
う
と
「
ハ
ワ
イ
連
合
沖
縄
救
済
会
」

を
立
ち
上
げ
、
五
百
五
十
頭
の
豚
を
送
っ
た

際
の
上
陸
地
で
あ
る
。

そ
の
他
半
島
洋
上
に
は
、
ゴ
ン
ジ
ャ
ン

岩
、
ア
ギ
ナ
ミ
島
、
ま
た
平
敷
屋
に
は
小
字

地
名
と
し
て
「
板い
た

武ぶ

座ざ

」「
美み

栄え

間ま

」「
嘉か

真ま

舎し
ゃ

」
な
ど
地
名
に
関
心
を
持
つ
者
の
興
味
を

そ
そ
る
地
名
が
数
多
く
存
在
す
る
。

平
敷
屋
の
今
昔

平
敷
屋
の
地
名
を
考
え
る

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

平ヘ

敷シ
キ

屋ヤ

（
ヒ
シ
チ
ャ
）

う
る
ま
市
地
名
散
歩
⑯

名な

嘉か

山や
ま　

兼け
ん

宏こ
う
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